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ち 話の 題ま

あたたかな季節に向けて

スマイルトーク
齋藤町長

の

新元号を迎える新たな１年も、早
いもので２か月が過ぎようとしていま
す。会津らしい冬の厳しさもあと少し。

暖かな春を見据え、もうひと踏ん張りといったとこ
ろでしょうか。
さて、３月と言えば、皆さんはどんなことを思い

浮かべますか。３月３日は桃（上巳）の節句、ひな
祭りです。今年も八幡コミュニティセンターでは「つ
るし雛でひなまつり」が開催され、手作りのつる
し雛が多数展示されます。皆さんのご家庭でも雛
人形が飾られるなど、子どもの誕生を祝い、邪気
をはらい、健やかな成長や幸せを願う、あたたか
な光景が見られることでしょう。
卒業や別れといった「旅立ち」を連想させる３月

ですが、別れの先には新たな出会いが待っていま
す。学校、職場、地域などそれぞれの繋がりを大
切にしていただき、希望溢れる桜の季節に向けて、
町民の皆さんと共に歩んでいきたいと思います。

ラブ・マドンナ店主の髙瀨庄一さんらが来庁
し、現金３万円を寄付されました。この寄付金は、
「第12回マドンナチャリティーコンペ」で募った
もので、髙瀨庄一さんは「会津坂下町の繁栄を期
待し、未来に向かって自慢できる新庁舎を建設し
てください。」と述べられました。
貴重な財源として有効に活用させていただきま
す。ありがとうございました。

１月13日開催の「第37回全国都道府県対抗女
子駅伝大会」の県代表選手に選ばれた報告に、渡
辺乙羽さんが来庁しました。
渡辺さんは、福島県ジュニア陸上競技選手権大
会女子Ａ3000ｍ第２位という好成績などが評価
され、県代表選手に選ばれました。また、「ふくし
ま駅伝」では会津坂下町チームの選手として第１
区を走り、町の部８位入賞に貢献しました。今後
の更なるご活躍をご期待申し上げます。

1月26日の文化財防火デーに合わせて1月27日
に文化財火災防御訓練が開催され、片門薬師堂管
理者などによる119番通報・重要物品搬出訓練、
消防署・町消防団による放水訓練、地元住民の方
による初期消火訓練が行われました。
先人の残した大切な文化財を後世に伝えるた

め、今後もご協力をお願いします。

坂下中学校3年 渡
わたなべ

辺乙
おとは

羽さんが表敬訪問

ラブ・マドンナ様より3万円ご寄付

文化財火災防御訓練を実施

新庁舎建設・笑顔あふれる町づくりを期待して

全国都道府県対抗女子駅伝大会　県代表選手に決定 高寺地区　片門薬師堂にて実施

左より）髙瀨庄一さん、髙瀨裕見子さんご夫婦
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一　般
○三瓶光子（坂下スポーツ民踊協会）
○渡部和子（坂下スポーツ民踊協会）
○小池文子（会津坂下町グラウンド・ゴルフ協会）
○野村和広（会津坂下町相撲協会）
○関本健（ＧＬＯＲＹ・卓球）平成 30年度福島県ク
ラブ選手権大会�男子一般の部優勝　全国大会出場

○会津坂下町ゲートボール協会
　第 16回福島県選抜ゲートボール大会第 3位

高校・大学
○会津農林高校相撲部　第 26回東北高等学校選抜相
撲選手権大会団体第 3位　全国大会出場　ほか

○菊池百音（喜多方桐桜高 2 年・柔道）平成 30年度
福島県高等学校新人体育大会　女子 78kg 超級優勝　
ほか

○佐藤菜月（会津学鳳高 3 年・やり投げ）第 73回東
北高等学校陸上競技大会　女子やり投第 2位　全
国大会出場　ほか

○木戸翔太（聖光学院高校 3 年・剣道）第 64回東北
高等学校体育大会　男子個人戦第 3位　全国大会
出場　ほか

○蓮沼隆世（明治大 3 年・ボート）第 45回全日本大
学選手権大会　男子舵手なしフォア優勝

○五十嵐礼（国際武道大 3 年・陸上競技）第 45回東
北総合体育大会 110ｍ H第 3位　ほか

坂下中学校
【バドミントン部】福島県中学校新人バドミントン大
会女子団体第 2位　東北大会出場

○新井田実希（２年）・新井田朋香（２年）福島県中
学校新人バドミントン大会　女子ダブルスベスト 8　
東北大会出場　

【相撲部】第 61回福島県中学校体育大会団体第 3位　
東北大会出場　ほか

○工藤礼暖（１年）第 61回福島県中学校体育大会�1
年生の部第 3位　東北大会出場

○工藤心暖（１年）第 61回福島県中学校体育大会�1
年生の部優勝　東北大会出場　ほか　

○星野聖稀（２年）第 61回福島県中学校体育大会 2
年生の部第 5位　東北大会出場

○田﨑幸我（3 年）第 61回福島県中学校体育大会�3
年生の部第 5位　東北大会出場　

【剣道部】第 61回福島県中学校体育大会男子団体第
3位　東北大会出場　

○木戸聖也（２年）福島県中学校新人剣道大会　男子
個人第 3位

○小池斗馬（３年）第 61 回福島県中学校体育大会　
男子個人ベスト 8　東北大会出場

【卓球部】
○永山茉奈（３年）第 61回福島県中学校体育大会　
女子オープンシングルスベスト 16　東北大会出場

坂下南小学校
○佐藤綾乃（２年・相撲）　第 5回福島県女子相撲大
会�1・2年生女子の部優勝

○村田一華（２年・相撲）第５回福島県女子相撲大会
1・2年生女子の部第3位

○佐藤光汰朗（４年・相撲）第 21回わんぱく相撲福
島県ブロック大会　4 年生男子の部第 3位　全国大
会出場ほか

○藤川雄仁（４年・相撲）第 25回福島県学童相撲大
会　4 年生男子の部第 4位　東北大会出場

○渡部希暖子（４年・相撲）第 5回福島県女子相撲
大会　4 年生女子の部優勝　東北大会出場

○村田悠佳（４年・相撲）第 5回福島県女子相撲大
会　4 年生女子の部第 2位　東北大会出場

○名須川琉（５年・相撲）第 21回わんぱく相撲福島
県ブロック大会5年生の部第 4位　全国大会出場

○佐藤文祐（５年・バドミントン）第 24回福島県小
学生バドミントン選手権大会　5 年生以下男子シン
グルス優勝　東北大会出場

○生江笑結（６年・水泳）第13 回祓川杯　11～12
歳女子 50 ｍバタフライ第 3位　ほか

坂下東小学校
○戸谷友花（３年・相撲）第 5回福島県女子相撲大
会　3年生女子の部優勝

○菅家伊織（４年・相撲）第 21回わんぱく相撲福島
県ブロック大会　4年生男子の部第 2位　全国大
会出場　ほか　　

○菅真心（５年・相撲）第 5回福島県女子相撲大会　
5年生女子の部第 2位　東北大会出場

○木戸匠（６年・相撲）第 21回わんぱく相撲福島県
ブロック大会　6年生男子の部第 3位　全国大会
出場　ほか

○菅家志縁（６年・相撲）第 5回北桜杯相撲大会第
3位

スポーツ少年団
○ちびたんスピリッツ　第 20 回全日本ジュニア・
ユース綱引選手権大会　男子ジュニア 320kg 以下
第 3位　ほか

平成 30年度会津坂下町教育委員会顕彰表彰
ならびに会津坂下町体育協会表彰受賞者

各種大会などで素晴らしい成績を修めた 6団体と 33名が受賞
受賞者敬称略（所属団体）
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まち の 話 題

次世代を担う児童たちに税の意義や役割を正しく理解しても
らうため、町では毎年租税教室を開催しています。今年も町内
の小学校で税金の大切さについて説明しました。

授業の最後に、職員が「体育館や教科書、机も全部税金でま
かなわれています。」と述べると、児童たちはさらに税金の大

税の意義を学ぼう～租税教室の様子～
坂下南小学校では６年生77人、坂下東小学校では６年生
60人を対象に租税教室を行いました。
児童から「集まる税金の金額はどれくらいですか？」など
の質問があり、職員の回答を聞いて知識を深めていました。
児童たちは、「税金がなくなってしまうと、町の豊かさも失
われてしまうことが分かった。」と述べ、税金の大切さを感
じていました。
また、お金の重さを体験してもらおうと、児童に1億円の
レプリカを持ってもらいました。小学校の体育館を建てるに
は、１億円以上のお金が必要だと説明すると、児童から驚き
の声があがりました。

～税務管理班の職員が、小学校で租税教室を開催～

知ってほしいな、暮らしを支える税金のこと

▲１億円のレプリカを
持つ坂下南小学校の児
童。重さは約１０㎏。「重
いーっ！」

▲「税金の大切さが分
かりました。」と、授業
の感想を述べる坂下東
小学校児童。

▲坂下南小学校の租税教室の様子。クイズを行
い、分かりやすく授業を行った。

切さを感じていたようでした。
「私たちが教育を受けられるのは、税金を納めてくださる皆さんのおかげなんだ。」と感謝の気持ちを

胸に抱き、学びへの意欲を強めている様子でした。

税金が支える「学ぶ喜び」

【 問い合わせ　総務課　税務管理班　☎８４−１５０２ 】

【 問い合わせ　教育課　社会文化班　☎８３−３０１０ 】

標高
402 ｍ
登山初心者も
登りやすい！

町物産品
プレゼント

※高校生以下は
ありません

先着
300名様に
記念バッチ
プレゼント

会津
百名山

４月21日（日）
午前８時より受付開始
午前９時より登山開始
※山開き式典：午前８時40分～

■場所：町営スキー場（見明）
■参加費：500円（高校生以下無料）
■事前申込み不要。
　当日直接受付にお越しください。
■登山は自己責任でお願いします。
　保険の加入はしません。

■下記の施設の駐車場をご利用ください。
①町営スキー場　②会津自然の家
③県農業総合センター会津地域研究所
※②③を利用する方は会場まで送迎します。

■宿泊のご案内
前日に、会津自然の家に宿泊できます。
希望者は下記までご連絡ください。
会津自然の家　☎︎ 83-2480

高寺山山開き高寺山山開き第
15
回



図 書 室 だ よ り
新着本の紹介
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よ
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−

３
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１
０

『なぜ、この人と話を
すると楽になるのか』
吉田尚記／著
太田出版
「コミュ障」という言葉
を最近の若者はよく口に
する。コミュニケーショ
ン障害。それは人との付
き合いや会話などを「普

通」にできない事を言うのだろう。この本は、
現在ラジオパーソナリティとして大人気のア
ナウンサーが、実はコミュ障であったことを
告白し、現代のコミュニケーションについて
リスナーと共に考えた番組の内容を一冊の本
にしたものです。コミュニケーションについ
て改めて考えるきっかけにもなり、人付き合
いが楽しめるようになるかもしれません。

『一切なりゆき：
樹木希林のことば』

（文春新書）

『信長の原理』

『風と行く者：守り人外伝』
（軽装版偕成社ポッシュ）

『熱帯』

『本が好きになる（学校では
教えてくれない大切なこと；22）』

『猫魔ヶ岳の妖怪：福島の伝説』
（日本傑作絵本シリーズ）

樹木希林／著
文藝春秋

垣根涼介／著
KADOKAWA

上橋菜穂子／作
偕成社

森見登美彦
／著
文藝春秋

さやましょうこ
／マンガ・
イラスト
旺文社

八百板洋子
／再話
福音館書店

一般書

一般書

児童書

一般書

児童書

絵 本

町
史
編
さ
ん

調
査
余
話
（
19
）

「
会
津
坂
下
町
の大

俵
引
き
」（
三
）

先
月
号
で
の
大
俵
引
き
の
絵
柄
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
内
容
を
知
る
資
料
と
し
て

「
徒
か
ち
の
ま
ち町
百ひ
ゃ
く
し
ゅ首
俗ぞ
く
か
い解
」
が
参
考
に
な
る
よ
う

で
す
。

「
徒
町
百
首
俗
解
」（
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
刊
）
は
、
若
松
で
行
わ
れ
る

行
事
を
挿
絵
も
据
え
て
狂
歌
に
し
た
も
の

で
、
大
町
で
行
わ
れ
て
い
た
初
市
の
様
子

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。米
俵
引
き
合
い（
現

在
の
俵
引
き
）
の
記
載
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
時
に
は
す
で
に
廃
さ
れ
て
い
て
惜
し

い
行
事
だ
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

 

初
市 正

月
十
日　

大
町
の
四
つ
角
を
中
心
と
し

高
札
を
掲
示
せ
ら
れ
し
所
か
ら
五
六
間
隔

広報でお気に入りの本を“おすすめ”しませんか？
中央公民館では、広報でお気に入りの本をお薦めしていた
だける方を募集します。詳しくはお問い合わせください。
■申込：中央公民館　　問�教育課　社会文化班　☎83-3010

徒町百首俗解
（会津若松市発行「会津の年中行事」）

※ビブリオバトルとはビブリオバトラー（発表者）がお
もしろいと思う本の魅力を5分間で紹介しあう「知的
書評合戦」です。

ビブリオバトル
福島県大会高校の部

優秀賞受賞者




